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1. はじめに 
大規模災害の発生状況下において，災害情報収集と分

析が迅速かつ正確な災害対応へのキーポイントであるこ

とが知られており[1]，さまざまな災害情報の共有のため

の手法がこれまでに提案されてきた． 
上空からの被害情報の収集は，広範囲の被害状況を収

集できることから，有用性が期待されている．平成 23 年

（2011 年）東北地方太平洋沖地震では，発災直後から国

土地理院が津波被害のあった地域の高精細な空中写真を

公開する[2] など，空撮画像を災害状況収集に利用する

機会の増大が期待されている． 
また，発災地での情報収集を目的としてカメラを搭載

した気球を係留飛行させ，被害状況の掌握を行う手法は，

航空機を使用するものと比較して安価な手法として注目

されており，さまざまな実践例が存在している[3]．近年

のカメラ機器の小型化，高精細化にともない，気球等を

使用した情報収集に期待が寄せられている． 
一方で，これまで災害発生時に地方自治体などが設置

する公的な災害対策拠点では，紙ベースでの災害状況の

掌握がなされるのが一般的であり，複数の自治体をまた

いだ被害が発生すると，その災害情報の一元的な管理は

困難であると考えられる．また，既存システムのような

単一ディスプレイでは同時に表示できる情報に限界があ

る． 
本稿では，大規模災害への対応を想定した地理情報と

災害情報を結びつけ，これを提示する手法の提案を行う．

本システムは，地上からの撮影はもとより，航空機や気

球を利用した被害状況画像をもとにした災害情報と地理

情報の結びつけを行うことで，大規模災害における災害

対応拠点間での災害情報共有を円滑なものにすることを

試みている．加えて，他の災害情報拠点との協働を行う

にあたり，作業への遠隔存在感を作業者に与えるため，

他拠点で情報共有作業にあたる参加者の映像を表示する．

本提案のシステムでは，これらの高精細な表示コンテン

ツを縮小することなく表示が可能な大規模構成再表示環

境を利用し，災害状況の迅速な掌握を通じた災害対応の

円滑化を可能とする提案手法を検討する． 

2. システムの機能 
本システムでは，大規模かつ高精細なディスプレイ環

境を利用して，都道府県や市町村に設置される災害対策

本部（サイト）間での円滑な共同作業を実現するために，

いくつかの機能を提供する． 
第一に，地図ベースのデジタルコンテンツによる災害

情報マッピング機能を提供する．これは高解像度のコン

テンツを縮小することなく表示し，地図上にオーバレイ

表示することが可能なもので，地理情報と実際の災害の

状況の結びつけを可能とする．被害状況などの動画や静

止画像は「オブジェクト」としてシステムで管理される． 
オブジェクトは，各拠点のユーザの操作でワークスペ

ース上を自由に移動，拡大，縮小そして回転させること

が可能で，重ね合わせの順番は変更が可能なものとして

いる．また，遠隔地との協働作業を行う上では，テレプ

レゼンスが重要となる．そのため，本システムでは協働

作業相手の姿を地図情報と同時に表示することが可能な

Video Voice over IP 機能を提供することにより，同一の

拠点で作業しているかのようなテレイグジスタンスを提

供することが可能となる． 

 
 

3. システムの構成とアーキテクチャ 
本提案システムの構成を図 2 に示す． 
各サイト間の通信は，平常時であれば有線ネットワー

クで，災害発生時は衛星ネットワークや異種無線による

災害時通信手段[4]を利用して接続が行われる．各拠点で

表示されるオブジェクトや，そのオブジェクトと関連づ

けられた位置情報は，それらのネットワークに接続され

たサーバで一元的な管理が行われる．各サイトでコンテ

ンツに対して行われた操作は，サーバを経由して各サイ

図 1.電子地図への災害情報の追加
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トへ反映される．各サイトには作業者の撮影のため，複

数のカメラで構成される Camera Device Unit が設置さ

れる．本システム利用の前提として，各サイトからはネ

ットワークを通じてインターネット上の電子地図サービ

スにアクセスできる必要がある． 

 
図 3 は，本システムのアーキテクチャを表している．

本システムはクライアント-サーバアーキテクチャであり，

サーバは，本システムで扱われるオブジェクトを一元的

に管理する Global Media Store が，拠点の共有作業空間

の上に展開されているオブジェクトと，そのオブジェク

トの地図上の位置情報を掌握する．たとえば，ある拠点

でオブジェクトを共有作業空間に追加する場合には，オ

ブジェクトは Local Media Store に保存され，ネットワ

ークを通じてサーバの Global Media Store に複製される．

次にサーバから各サイトの Local Media Store に複製さ

れると，結果が各サイトの Content Presentation Layer
に反映され，ディスプレイに表示される． 
各サイト間の映像と音声による通信は，クライアント

の VVoIP Layer によって処理される．VVoIP Layer は，

自拠点の Camera Device Unit から入力されたカメラ群

の映像をサーバに送信するとともに，他拠点からサーバ

を介して送信された作業風景の映像・音声を受信し，自

拠点のディスプレイに表示する．サーバでは，Session 
Management Layer が各拠点間の映像・音声の通信状況

を管理するほか，映像や音声ストリームの中継処理を行

う． 

 

4. プロトタイプ環境 
現在構築を行っているプロトタイプ環境では，大規模

高精細表示環境に，安価でスケーラビリティの高いタイ

ルドディスプレイシステムを利用し，表示プラットフォ

ームとして Scalable Adaptive Graphics Environment 
(SAGE)[5]をベースとした環境を実装している．デジタル

地図には，国土地理院の電子国土 Ver.4 の OpenLayers
版をプロトタイプとした環境の構築を行っている．図 4
にタイルドディスプレイ上での稼働イメージを掲げる． 

 
5. おわりに 
本稿では，複数の公的な災害対応拠点が設置されるよ

うな大規模災害時に，災害対応拠点間での災害情報共有

を目的とした災害情報表示，共有，そして協働を行うシ

ステムのデザインを，高解像度コンテンツの等倍表示が

可能なプラットフォームでの実現手法について論じた． 
今後は高解像度コンテンツが災害対応にどの程度寄与

するのかの検証を行うほか，本提案手法をもとにプロト

タイプシステムを実装し，本手法の有効性評価を行い，

また，航空画像などの有効な活用方法についても検討を

行う予定である． 
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図 2. システムとネットワーク構成

図 3. システムアーキテクチャ 

図 4.システムの稼働イメージ
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